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(57)【要約】
【課題】電池パックを共通化し、かつ、生産コストの上 
昇を抑えことが可能となる電源システムを提供する。
【解決手段】電源システムは、終端抵抗が設けられた複 
数の電池パックと、複数の電池パックのそれぞれに対し 
て通信線による通信制御を行う制御部と、複数の電池パ 
ックの中の任意の一つに設けられた終端抵抗を通信線に 
接続するハーネスと、を備える。例えば、通信線は、複 
数の電池パックのそれぞれに対応する所定位置に沿うよ 
うに所定方向に延在され、通信線に接続される終端抵抗 
は、通信線における所定方向の末端に位置する所定位置 
に対応する電池パックに設けられた終端抵抗である。
【選択図】図１

審査請求　有　請求項の数　2　　ＯＬ　（全6頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 終 端 抵 抗 が 設 け ら れ た 複 数 の 電 池 パ ッ ク と 、
　 前 記 複 数 の 電 池 パ ッ ク の そ れ ぞ れ に 対 し て 通 信 線 に よ る 通 信 制 御 を 行 う 制 御 部 と 、
　 前 記 複 数 の 電 池 パ ッ ク の 中 の 任 意 の 一 つ に 設 け ら れ た 前 記 終 端 抵 抗 を 前 記 通 信 線 に 接 続  
す る ハ ー ネ ス と 、
　 を 備 え る 、
　 電 源 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 通 信 線 は 、 前 記 複 数 の 電 池 パ ッ ク の そ れ ぞ れ に 対 応 す る 所 定 位 置 に 沿 う よ う に 所 定  
方 向 に 延 在 さ れ 、
　 前 記 通 信 線 に 接 続 さ れ る 前 記 終 端 抵 抗 は 、 前 記 通 信 線 に お け る 前 記 所 定 方 向 の 末 端 に 位  
置 す る 前 記 所 定 位 置 に 対 応 す る 前 記 電 池 パ ッ ク に 設 け ら れ た 終 端 抵 抗 で あ る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の 電 源 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 開 示 は 、 電 源 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 末 端 が 切 断 さ れ た ま ま の 通 信 線 （ ケ ー ブ ル ） に 周 波 数 の 高 い 信 号 が 流 さ れ た 場 合 、 切 断  
面 か ら 反 射 し た 信 号 と 元 の 信 号 と が 混 ざ っ て 、 信 号 の 読 み 取 り が 困 難 と な る 現 象 が 生 じ る  
。 こ の 現 象 の 発 生 を 防 止 す る た め 、 通 信 線 の 末 端 に 終 端 抵 抗 が 接 続 さ れ る こ と が 知 ら れ て  
い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 複 数 の 電 池 パ ッ ク （ バ ッ テ リ ー パ ッ ク ） を 制 御 部 に よ り 制 御 す る 電 源 シ ス テ ム が  
知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 例 え ば 、 複 数 の 電 池 パ ッ ク と 、 複 数 の 電 池 パ ッ ク の う ち の 上 流 端 に 位 置 す る 上 流 端 電 池  
パ ッ ク の 上 流 側 コ ネ ク タ に 接 続 さ れ る 制 御 部 と 、 複 数 の 電 池 パ ッ ク に お い て 上 流 側 に 位 置  
す る 上 流 側 電 池 パ ッ ク の 下 流 側 コ ネ ク タ と そ の 下 流 側 に 位 置 す る 下 流 側 電 池 パ ッ ク の 上 流  
側 コ ネ ク タ と を 相 互 に 接 続 す る 通 信 線 と 、 複 数 の 電 池 パ ッ ク の う ち の 下 流 端 に 位 置 す る 下  
流 端 電 池 パ ッ ク の 下 流 側 コ ネ ク タ に 接 続 さ れ る 終 端 抵 抗 と 、 を 備 え た 電 源 シ ス テ ム が 開 示  
さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ を 参 照 ） 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 国 際 公 開 第 ２ ０ １ ２ ／ １ ２ ０ ７ ４ ５ 号
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 と こ ろ で 、 部 品 点 数 を 削 減 す る た め 、 電 池 パ ッ ク を 共 通 化 す る こ と が 考 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し 、 終 端 抵 抗 を 有 す る 電 池 パ ッ ク と 終 端 抵 抗 を 有 し な い 電 池 パ ッ ク と の 間 に 仕 様 差  
が 生 じ る た め 、 電 池 パ ッ ク を 共 通 化 す る こ と が 困 難 と な る 。 ま た 、 終 端 抵 抗 を 有 す る 電 池  
パ ッ ク と 終 端 抵 抗 を 有 し な い 電 池 パ ッ ク と が 類 似 形 状 部 品 と な る た め 、 生 産 ラ イ ン 上 で 類  
似 形 状 部 品 の 識 別 等 が 必 要 と な り 、 生 産 コ ス ト が 上 昇 す る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 開 示 の 目 的 は 、 電 池 パ ッ ク を 共 通 化 し 、 か つ 、 生 産 コ ス ト の 上 昇 を 抑 え る こ と が 可 能  
と な る 電 源 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と で あ る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 開 示 に お け る 電 源 シ ス テ ム は 、
　 終 端 抵 抗 が 設 け ら れ た 複 数 の 電 池 パ ッ ク と 、
　 前 記 複 数 の 電 池 パ ッ ク の そ れ ぞ れ に 対 し て 通 信 線 に よ る 通 信 制 御 を 行 う 制 御 部 と 、
　 前 記 複 数 の 電 池 パ ッ ク の 中 の 任 意 の 一 つ に 設 け ら れ た 前 記 終 端 抵 抗 を 前 記 通 信 線 に 接 続  
す る ハ ー ネ ス と 、
　 を 備 え る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 開 示 に よ れ ば 、 電 池 パ ッ ク を 共 通 化 し 、 か つ 、 生 産 コ ス ト の 上 昇 を 抑 え る こ と が で き  
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ １ 】
【 図 １ 】 本 開 示 の 実 施 の 形 態 に 係 る 電 源 シ ス テ ム を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 開 示 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 開 示 の 実 施 の 形 態 に 係 る 電 源 シ ス テ ム １ を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ に 示 す 電 源 シ ス テ ム １ は 、 例 え ば 、 電 気 自 動 車 や ハ イ ブ リ ッ ド 自 動 車 な ど の 車 両 に  
搭 載 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 電 源 シ ス テ ム １ は 、 複 数 の 電 池 パ ッ ク Ｂ Ｐ と 、 電 池 Ｅ Ｃ Ｕ ３ ０ と 、 バ ス 線 ２ （ 本 開 示 の  
「 通 信 線 」 に 対 応 す る ） と 、 ハ ー ネ ス ３ と 、 を 備 え て い る 。 な お 、 図 １ に ｎ 個 の 電 池 パ ッ  
ク Ｂ Ｐ １ ， … ， Ｂ Ｐ ｎ に よ り 構 成 さ れ た 組 電 池 を 示 す 。 ｎ は 、 二 以 上 の 整 数 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ［ バ ス 線 ２ ］
　 バ ス 線 ２ は 、 バ ス 線 ２ Ａ ， ２ Ｂ ， ２ Ｃ を 有 す る 。 バ ス 線 ２ Ａ は 、 電 池 Ｅ Ｃ Ｕ ３ ０ か ら 複  
数 の 電 池 パ ッ ク Ｂ Ｐ の そ れ ぞ れ に 対 応 す る 所 定 位 置 に 沿 う よ う に 所 定 の Ｄ Ｒ １ 方 向 （ 例 え  
ば 、 電 池 パ ッ ク Ｂ Ｐ の 配 列 方 向 ） に 延 在 す る 。 バ ス 線 ２ Ｂ は 、 電 池 Ｅ Ｃ Ｕ ３ ０ か ら 複 数 の  
電 池 パ ッ ク Ｂ Ｐ の そ れ ぞ れ に 対 応 す る 所 定 位 置 に 沿 う よ う に 所 定 の Ｄ Ｒ １ 方 向 に 延 在 す る  
。 本 実 施 の 形 態 で は 、 Ｄ Ｒ １ 方 向 の 基 端 に 位 置 す る 所 定 位 置 に 対 応 す る よ う に Ｂ Ｐ １ が 配  
置 さ れ て い る 。 Ｄ Ｒ １ 方 向 の 末 端 に 位 置 す る 所 定 位 置 に 対 応 す る よ う に Ｂ Ｐ ｎ が 配 置 さ れ  
て い る 。 バ ス 線 ２ Ｃ は 、 Ｄ Ｒ ２ 方 向 に 延 在 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ［ 電 池 パ ッ ク Ｂ Ｐ ］
　 複 数 の 電 池 パ ッ ク Ｂ Ｐ の そ れ ぞ れ は 、 物 理 的 に 同 じ 要 素 に よ り 構 成 さ れ て い る 。 具 体 的  
に は 、 電 池 パ ッ ク Ｂ Ｐ は 、 ２ つ の Ｃ Ａ Ｎ 制 御 部 １ ０ と 、 ２ つ の 終 端 抵 抗 ２ ０ と を 有 し て い  
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ［ Ｃ Ａ Ｎ 制 御 部 １ ０ ］
　 Ｃ Ａ Ｎ 制 御 部 １ ０ は 、 電 池 パ ッ ク Ｂ Ｐ の 電 圧 の バ ラ ン ス 制 御 、 電 池 パ ッ ク Ｂ Ｐ 内 の 電 流  
、 電 圧 、 温 度 の そ れ ぞ れ の 異 常 監 視 、 電 池 パ ッ ク Ｂ Ｐ の 充 電 容 量 の 監 視 、 電 池 パ ッ ク Ｂ Ｐ  
の 劣 化 の 監 視 、 電 池 パ ッ ク Ｂ Ｐ の 充 放 電 電 流 制 御 、 電 池 パ ッ ク Ｂ Ｐ の 絶 縁 抵 抗 検 知 、 電 池  
パ ッ ク Ｂ Ｐ 内 の リ レ ー 駆 動 な ど を 行 う 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ［ 終 端 抵 抗 ２ ０ ］
　 終 端 抵 抗 ２ ０ は 、 バ ス 線 ２ の 切 断 面 に お け る 信 号 反 射 を 減 衰 す る も の で あ っ て 、 ２ つ の  
抵 抗 器 Ｒ １ ， Ｒ ２ と コ ン デ ン サ Ｃ と を 有 す る 。 抵 抗 器 Ｒ １ の 一 端 子 は 、 ハ ー ネ ス ３ に よ り  
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バ ス 線 ２ の Ｃ Ａ Ｎ Ｈ 線 に 接 続 可 能 で あ る 。 抵 抗 器 Ｒ ２ の 一 端 子 は 、 ハ ー ネ ス ３ に よ っ て バ  
ス 線 ２ の Ｃ Ａ Ｎ Ｌ 線 に 接 続 可 能 で あ る 。 抵 抗 器 Ｒ １ お よ び 抵 抗 器 Ｒ ２ の 他 端 子 同 士 は 、 互  
い に 接 続 さ れ て い る 。 コ ン デ ン サ Ｃ の 一 端 子 は 、 抵 抗 器 Ｒ １ お よ び 抵 抗 器 Ｒ ２ の 他 端 子 同  
士 の 接 続 ポ イ ン ト に 接 続 さ れ て い る 。 コ ン デ ン サ Ｃ の 他 端 子 は グ ラ ン ド さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 ハ ー ネ ス ３ の 種 類 、 終 端 抵 抗 ２ ０ お よ び バ ス 線 ２ の 相 互 関 係 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
［ ハ ー ネ ス ３ Ａ の 場 合 ］
　 ま ず 、 電 池 パ ッ ク Ｂ Ｐ １ に お い て 、 ハ ー ネ ス ３ Ａ 、 終 端 抵 抗 ２ ０ お よ び バ ス 線 ２ Ａ の 相  
互 関 係 に つ い て 説 明 す る 。 ハ ー ネ ス ３ Ａ に よ っ て 、 抵 抗 器 Ｒ １ の 一 端 子 と バ ス 線 ２ Ａ の Ｃ  
Ａ Ｎ Ｈ 線 と が 接 続 さ れ な い 。 同 様 に 、 ハ ー ネ ス ３ Ａ に よ っ て 、 抵 抗 器 Ｒ ２ の 一 端 子 と バ ス  
線 ２ Ａ の Ｃ Ａ Ｎ Ｌ 線 と が 接 続 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 電 池 パ ッ ク Ｂ Ｐ １ に お い て 、 ハ ー ネ ス ３ Ａ 、 終 端 抵 抗 ２ ０ お よ び バ ス 線 ２ Ｂ の 相  
互 関 係 に つ い て 説 明 す る 。 ハ ー ネ ス ３ Ａ に よ っ て 、 抵 抗 器 Ｒ １ の 一 端 子 と バ ス 線 ２ Ｂ の Ｃ  
Ａ Ｎ Ｈ 線 と が 接 続 さ れ な い 。 同 様 に 、 ハ ー ネ ス ３ Ａ に よ っ て 、 抵 抗 器 Ｒ ２ の 一 端 子 と バ ス  
線 ２ Ｂ の Ｃ Ａ Ｎ Ｌ 線 と が 接 続 さ れ な い 。 な お 、 ハ ー ネ ス ３ Ａ に よ っ て 、 電 池 パ ッ ク Ｂ Ｐ １  
に お け る 一 方 の Ｃ Ａ Ｎ 制 御 部 １ ０ と バ ス 線 ２ Ａ と が 接 続 さ れ る 。 ま た 、 ハ ー ネ ス ３ Ａ に よ  
っ て 、 電 池 パ ッ ク Ｂ Ｐ １ に お け る 他 方 の Ｃ Ａ Ｎ 制 御 部 １ ０ と バ ス 線 ２ Ｂ と が 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
［ ハ ー ネ ス ３ Ｂ の 場 合 ］
　 次 に 、 電 池 パ ッ ク Ｂ Ｐ ｎ に お い て 、 ハ ー ネ ス ３ Ｂ 、 終 端 抵 抗 ２ ０ お よ び バ ス 線 ２ Ａ の 相  
互 関 係 に つ い て 説 明 す る 。 ハ ー ネ ス ３ Ｂ に よ っ て 、 抵 抗 器 Ｒ １ の 一 端 子 と バ ス 線 ２ Ａ の Ｃ  
Ａ Ｎ Ｈ 線 と が 接 続 さ れ る 。 同 様 に 、 ハ ー ネ ス ３ Ｂ に よ っ て 、 抵 抗 器 Ｒ ２ の 一 端 子 と バ ス 線  
２ Ａ の Ｃ Ａ Ｎ Ｌ 線 と が 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 、 電 池 パ ッ ク Ｂ Ｐ ｎ に お い て 、 ハ ー ネ ス ３ Ｂ 、 終 端 抵 抗 ２ ０ お よ び バ ス 線 ２ Ｂ の 相  
互 関 係 に つ い て 説 明 す る 。 ハ ー ネ ス ３ Ｂ に よ っ て 、 抵 抗 器 Ｒ １ の 一 端 子 と バ ス 線 ２ Ｂ の Ｃ  
Ａ Ｎ Ｈ 線 と が 接 続 さ れ る 。 同 様 に 、 ハ ー ネ ス ３ Ｂ に よ っ て 、 抵 抗 器 Ｒ ２ の 一 端 子 と バ ス 線  
２ Ｂ の Ｃ Ａ Ｎ Ｌ 線 と が 接 続 さ れ る 。 な お 、 ハ ー ネ ス ３ Ｂ に よ っ て 、 電 池 パ ッ ク Ｂ Ｐ ｎ に お  
け る 一 方 の Ｃ Ａ Ｎ 制 御 部 １ ０ と バ ス 線 ２ Ａ と が 接 続 さ れ る 。 ま た 、 ハ ー ネ ス ３ Ｂ に よ っ て  
、 電 池 パ ッ ク Ｂ Ｐ ｎ に お け る 他 方 の Ｃ Ａ Ｎ 制 御 部 １ ０ と バ ス 線 ２ Ｂ と が 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ［ 電 池 Ｅ Ｃ Ｕ ３ ０ ］
　 電 池 Ｅ Ｃ Ｕ ３ ０ は 、 ３ つ の Ｃ Ａ Ｎ 制 御 部 １ １ と 、 ３ つ の 終 端 抵 抗 ２ １ と を 有 し て い る 。  
３ つ の Ｃ Ａ Ｎ 制 御 部 １ １ の そ れ ぞ れ は 、 物 理 的 に 同 じ 要 素 に よ り 構 成 さ れ て い る 。 ハ ー ネ  
ス ３ Ｃ に よ っ て Ｃ Ａ Ｎ 制 御 部 １ １ と バ ス 線 ２ Ａ と が 接 続 さ れ る 。 同 様 に 、 ハ ー ネ ス ３ Ｄ に  
よ っ て Ｃ Ａ Ｎ 制 御 部 １ １ と バ ス 線 ２ Ｂ と が 接 続 さ れ る 。 同 様 に 、 ハ ー ネ ス ３ Ｅ に よ っ て Ｃ  
Ａ Ｎ 制 御 部 １ １ と バ ス 線 ２ Ｃ と が 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ３ つ の 終 端 抵 抗 ２ １ の そ れ ぞ れ は 、 物 理 的 に 同 じ 要 素 に よ り 構 成 さ れ て い る 。 ハ ー ネ ス  
３ Ｃ に よ っ て 終 端 抵 抗 ２ １ と バ ス 線 ２ Ａ と が 接 続 さ れ て い る 。 ハ ー ネ ス ３ Ｄ に よ っ て 終 端  
抵 抗 ２ １ と バ ス 線 ２ Ｂ と が 接 続 さ れ て い る 。 ハ ー ネ ス ３ Ｅ に よ っ て 終 端 抵 抗 ２ １ と バ ス 線  
２ Ｃ と が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 電 池 Ｅ Ｃ Ｕ ３ ０ に お け る 終 端 抵 抗 ２ １ は 、 電 池 パ ッ ク Ｂ Ｐ に お け る 終 端 抵 抗 ２ ０ と 異 な  
る 。 終 端 抵 抗 ２ １ は 、 直 列 に 接 続 さ れ た ２ つ の 抵 抗 器 Ｒ １ 、 Ｒ ２ と コ ン デ ン サ Ｃ と を 有 す  
る 。 直 列 に 接 続 さ れ た ２ つ の 抵 抗 器 Ｒ １ 、 Ｒ ２ は Ｃ Ａ Ｎ 制 御 部 １ １ と 並 列 に 接 続 さ れ て い  
る 。 ２ つ の 抵 抗 器 Ｒ １ 、 Ｒ ２ の 間 に コ ン デ ン サ Ｃ の 一 端 子 が 接 続 さ れ 、 コ ン デ ン サ Ｃ の 他  
端 子 は グ ラ ン ド さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 開 示 の 実 施 の 形 態 に 係 る 電 源 シ ス テ ム １ は 、 終 端 抵 抗 ２ ０ が 設 け ら れ た 複 数 の 電 池 パ  
ッ ク Ｂ Ｐ と 、 複 数 の 電 池 パ ッ ク Ｂ Ｐ の そ れ ぞ れ に 対 し て バ ス 線 ２ に よ る 通 信 制 御 を 行 う Ｃ  
Ａ Ｎ 制 御 部 １ ０ と 、 複 数 の 電 池 パ ッ ク Ｂ Ｐ の 中 の 任 意 の 一 つ に 設 け ら れ た 終 端 抵 抗 ２ ０ を  
バ ス 線 ２ に 接 続 す る ハ ー ネ ス ３ と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 構 成 に よ り 、 複 数 の 電 池 パ ッ ク Ｂ Ｐ の そ れ ぞ れ に 終 端 抵 抗 ２ ０ が 備 え ら れ る 点 で 、  
電 池 パ ッ ク Ｂ Ｐ を 共 通 化 す る こ と が で き る 。 ま た 、 電 池 パ ッ ク Ｂ Ｐ が 共 通 化 さ れ て い る た  
め 、 生 産 ラ イ ン 上 で 類 似 形 状 部 品 の 識 別 等 が 不 要 と な り 、 生 産 コ ス ト の 上 昇 を 抑 え る こ と  
が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 本 開 示 の 実 施 の 形 態 に 係 る 電 源 シ ス テ ム １ で は 、 バ ス 線 ２ は 、 複 数 の 電 池 パ ッ ク  
Ｂ Ｐ の そ れ ぞ れ に 対 応 す る 所 定 位 置 に 沿 う よ う に 所 定 方 向 に 延 在 さ れ 、 バ ス 線 ２ に 接 続 さ  
れ る 終 端 抵 抗 ２ ０ は 、 バ ス 線 ２ に お け る 所 定 方 向 の 末 端 に 位 置 す る 所 定 位 置 に 対 応 す る 電  
池 パ ッ ク Ｂ Ｐ に 設 け ら れ た 終 端 抵 抗 ２ ０ で あ る 。 こ れ に よ り 、 バ ス 線 ２ の 所 定 の 位 置 に 終  
端 抵 抗 ２ ０ を 設 け る 場 合 、 複 数 の 電 池 パ ッ ク Ｂ Ｐ の そ れ ぞ れ に 終 端 抵 抗 ２ ０ が 備 え ら れ て  
い る た め 、 所 定 の 位 置 に 対 応 す る 電 池 パ ッ ク Ｂ Ｐ に 備 え ら れ た 終 端 抵 抗 ２ ０ と バ ス 線 ２ と  
を ハ ー ネ ス ３ で 接 続 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 本 開 示 の 実 施 の 形 態 に 係 る 電 源 シ ス テ ム １ で は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ２ つ の バ ス  
線 ２ Ａ ， ２ Ｂ を 有 し 、 ２ つ の バ ス 線 ２ Ａ ， ２ Ｂ の そ れ ぞ れ の バ ス 線 ２ Ｂ に 終 端 抵 抗 ２ ０ が  
接 続 さ れ て い る が 、 ２ つ の バ ス 線 ２ Ａ ， ２ Ｂ が 必 ず し も 必 要 で な く 、 い ず れ か １ つ の バ ス  
線 ２ で 足 り る 場 合 、 そ の バ ス 線 ２ に 終 端 抵 抗 ２ ０ が 接 続 さ れ て い れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 そ の 他 、 上 記 実 施 の 形 態 は 、 何 れ も 本 開 示 の 実 施 を す る に あ た っ て の 具 体 化 の 一 例 を 示  
し た も の に 過 ぎ ず 、 こ れ ら に よ っ て 本 開 示 の 技 術 的 範 囲 が 限 定 的 に 解 釈 さ れ て は な ら な い  
も の で あ る 。 す な わ ち 、 本 開 示 は そ の 要 旨 、 ま た は そ の 主 要 な 特 徴 か ら 逸 脱 す る こ と な く  
、 様 々 な 形 で 実 施 す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 開 示 は 、 電 池 パ ッ ク を 共 通 化 し 、 か つ 、 生 産 コ ス ト の 上 昇 を 抑 え こ と が 要 求 さ れ る 電  
源 シ ス テ ム を 搭 載 し た 車 両 に 好 適 に 利 用 さ れ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 Ｃ Ａ ， Ｃ Ｂ ， Ｃ Ｃ   キ ャ ン バ ス
　 １   電 源 シ ス テ ム
　 ２ ， ２ Ａ ， ２ Ｂ ， ２ Ｃ   バ ス 線
　 ３ ， ３ Ａ ， ３ Ｂ ， ３ Ｃ ， ３ Ｄ ， ３ Ｅ   ハ ー ネ ス
　 １ ０ ， １ １   Ｃ Ａ Ｎ 制 御 部
　 ２ ０ ， ２ １   終 端 抵 抗
　 ３ ０   電 池 Ｅ Ｃ Ｕ
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【 図 面 】
【 図 １ 】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

